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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２３年度（第４回）環境対策委員会 

開催日時 平成２３年１０月２５日（火） １４：３５～１６：２５ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室（１）」 

出 席 者 委員１１名、事務局２名 

 
協   議   内   容 

 
定刻より少し送れて開会。開会にあたり阿野委員長から挨拶が行われた。 
引き続き伊地智担当副会長より挨拶が行われた。 
挨拶の後、阿野委員長が議長となり議題協議に入った。 

 
議  題 
（１） 事業実施状況について 

資料に基づき事務局から説明が行われた。 
①９月３日に開催された、エコドライブ研修会（彦根・湖北支部）は大型車７名、中

型車９名の合計１６名で実施された。参加者少数の要因は、研修会当日の台風直撃

の影響から。 
②秋の交通安全週間におけるアイドリングストップ啓発活動の各支部結果が各委員よ

り報告された。 
     荒天の為、中止となった支部が、甲賀・彦根・湖北の一箇所。延期となり、日程変

更して実施された支部が、湖南・湖東の一箇所。 
啓発活動中止により、残った配布啓発品（ティッシュＢＯＸ）は次回の啓発活動（近

ト協環境キャンペーン）にて使用することとなった。 
③環境対策関係各種助成金の状況が事務局より報告され、低公害車助成以外の助成制

度は、受付ベースで低調な申請率となっている。例年通り後期は申請率が伸びてく

ると思われるが、各支部にて助成事業のＰＲをお願いしたい。 
 また、前年度、個々の助成品目予算は他の助成品目の予算と調整し、全体の環境助

成予算の中であれば調整できるとした委員会決定の確認が行われ、今年度も必要に

応じて環境助成金総予算の範囲内で予算枠の調整を行うこととなった。 
 

（２） 当面の事業計画について 
①９月５日にエコドライブ研修会（甲賀支部）が予定されており、担当支部委員より、

現在２０名の参加者を受けているとの報告が行われた。 
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   ②１１月４日の植樹事業の概要説明が事務局より資料に基づき行われた。 
今年度の協力団体は、滋賀大学教育学部附属幼稚園児童及び教職員約７０名。 
当日は、１０時現地集合とし、雨天中止の場合は８時時点で実施是非の判断を行い、

各位へ連絡することとした。また、植樹終了後、若干の後片付けを行い、現地近く

の飲食店にて昼食の後、解散とする。解散予定は１３時頃。 
汚れても良い服装と、協会帽子・ジャンパー、長靴推奨。移植ゴテ・軍手は協会に

て準備する。 
③１１月２４日の近ト協環境キャンペーン（アイドリングストップ啓発活動）につい

 て各委員より各支部の実施計画が発表された。 
     ・大津支部：１１月２４日（木）１１時～、フォレオ大津一里山 
     ・湖南支部：１１月２４日（木）１１時～、アルプラザ草津 
     ・甲賀支部：１１月２４日（木）１１時～、平和堂甲西中央店 
     ・湖東支部：１１月２４日（木）１１時～、アピア八日市 
     ・彦根支部：１１月２４日（木）１１時～、ビバシティ彦根 
     ・湖北支部：１１月２４日（木）１１時～、アルプラザ長浜 
     ・湖西支部：１１月２６日（土）１１時～、平和堂あどがわ店 
     配布するエコバックは協会へ到着しだい、各支部へ配布。各啓発活動施設管理者へ

の依頼文書は協会会長名文書として事務局が作成し、各支部へ提供する。 
    ④１２月１３日に、県主催のエコドライブ指導者講習会が開催される。車両運転等の

実技講習は無く座学だけであるが、興味をお持ちの方は参加願いたい。 
 
（３） その他 
    次年度の役員改選期に委員会組織の改編及び事業見直しが実施されることとなり、

事務局及び伊地智担当副会長より説明が行われた。 
・環境対策委員会と人材開発委員会は、現状の規模を縮小し、各支部１名の委員就任

となり、現状の半数規模となる。 
・企業振興委員会は廃止される。 
・安全に係る組織及び事業を重点的に強化する。 
・各種助成制度は執行部で企画立案等を行い、担当の委員会で実行する。 
・新たに設けられる特別委員会、「物流ビジョン委員会」は会長・副会長２名・理事２

名で組織し、規制緩和や運賃問題等の検討協議を行う。 
・広報委員会は、より大きな広報やＰＲ活動を実施していく。 
・ドライバーコンテストとエコセーフティコンテストは事業統合し、同一日に実施す

る。 
・アイドリングストップ啓発活動は事業廃止するが、形を変えて新しい事業として実

施していくのか、完全に廃止してしまうのか、次年度の新しい委員で検討すること

とする。 
以上の内容が説明され、各委員へ意見を求めたところ、 
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・委員会委員が各支部１名となった場合、やむを得ず欠席する場合の対応が困る。支

部定例会での委員会報告が出来ない状況となるので、委員はかなりのプレッシャー

となるのではないか。 
・業界広報活動としての側面がアイドリングストップ活動にはあったことから、完全

にやめてしまうのは残念である。手軽にできる取り組みであり、トラック協会のＰ

Ｒとして参加しやすい活動であった。 
・委員数の減少は、良し悪しがあるが、たちまち、支部例会の参加者が減ることにな

る。委員として就任していれば、その委員は支部例会に意識の差はあれ、参加する

ことになる。 
・委員１名という表現ではなく、委員会へは必ず１名の参加は必須である旨を規約に

組み込んでほしい。（たとえば正副委員という概念の組み込み） 
・アイドリングストップ啓発活動は継続していくべき。また、根本的に、協会員への

委員会認知度アップが必要である。 
・現在のアイドリングストップ啓発活動は、当初の活動よりその対象（トラック乗務

員）がぼやけてきてしまっているが、このことをはっきりさせ、何らかの形でアイ

ドリングストップ啓発活動は残していくべき。 
・アイドリングストップ啓発活動は、地域の中に入り込み、地域団体と一緒に活動し

ている。地域団体との活動は当初、交通安全という側面からであったが、現在はエ

コドライブの認知度やその輪は広がってきている。 
・トラック協会として毎年１万個以上の名前が入った啓発品を配っている。大きな広

報にもなっており、永年続けてきた本活動が無くなるのはもったいない。 
・次年度の事業方針は次年度の委員で決めるべきことであるので、現在では決めるべ

きでない。 
・アイドリングストップ啓発活動は業界（ト協）の活動を広く一般にＰＲすることに

より、ひいては適切な運賃の収受できるような環境へ繋がるのではないか。業界の

状況を一般の方々に見て頂けるような活動をすべきである。 
・今後、どのような形で変化し、進めていくかが重要である。各位の意見を反映して、

今後の事業を新委員で決定していく必要がある。 
 
以上で議事が終了し、閉会にあたり、辻副委員長より挨拶が行われ、次回委員会開催日を

決め、閉会。 
 
 

■次回委員会 
日 時  平成２３年１２月２日（金） １６：００～ 

 
場 所  ニューびわこホテル 

 


